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№２４５７ 第１１回例会 ２０１６．１０．１３ 曇 
夜間例会 月見句会 点鐘 ６：００ p.m. 

 
点 鐘：榎本守男 会 長 

進 行：須藤 隆 SAA 

ソング：それでこそロータリー 

 

会長挨拶 

  榎本守男 会長     

 
皆さん、こんばんは。先週の例会は木更津クラブ

に高橋実行委員長と参加要請キャラバンで訪問し

た為、石渡副会長に代理を務めていただきました。

ありがとうございました。 

分区内クラブを回った印象では１１月１２日は、ロ

ータリー関係、その他、一般行事が重なっているた

め当初計画よりも参加者が少なくなりそうです。計

画を修正して、印象深い式典にしたいと考えていま

す。ご協力お願いします。 

今夜は、毎年恒例の句会です。三枝会員ご夫

妻には句会のすべてをお任せして楽しい雰囲気で

進行して頂いています。今年も苦労しながらなんと

か三句をひねりだしました。 

昨年よりは自信がありますが結果はどうなるか心

配です。ハラハラドキドキの句会をみんなで充分楽

しみたいと思います。三枝会員よろしくお願いします。 

 

幹事報告 

渡辺哲夫 幹事 

 

１．フェローシップ委員会より、ＲＭＣＣ（二輪同好

会）ツーリングの案内が来ております。（回覧） 

２．佐倉中央ＲＣ例会変更のお知らせが来てお         

  おります。   

１１月より毎月第２例会を通常夜間例会とする。 

・例会場：オリベート（ユーカリが丘） 

・例会時間：１９時～２０時 

※最終例会は今まで通り移動夜間例会とする。 

３．木更津ＲＣ・木更津東ＲＣより会報受領 (回覧） 



 

  

委員会報告 

５０周年実行委員長 高橋裕之 

 

資料を基に、中間報告がありました。 

 

月見句会 

互選入選句 

孫たちの笑顔一ぱい秋祭 

恒例月見句会で四苦八苦 

川の面に映れる灯あり十三夜 

秋の夜諍い納めて夫婦酒 

稲刈が終りて秋の収穫祭 

ほの白き水の灯影や十三夜 

秋空を焦がれて久し今日も雨 

食卓の秋刀魚をねだる猫の声 

満月を妻と仰いで五十余年 

手に汗の孫のかけっこ秋日和 

降りさうな雲現はれし十三夜 

秋桜が歩く道々咲き乱れ 

木星の香りゆかしき家路かな 

夕映に赤とんぼ舞ふ田んぼかな 

草土手に紅映え燃る彼岸花 

金婚の温泉巡り秋の里 

月明かり照らし出したる柿の色 

秋晴れにランドセル背に弾む声 

長雨に香りも寂しく金木犀 

名月の夜につまびくギターの音 

墓参客笑顔で迎える曼珠沙華 

柿の実の色づくにつれ風涼し 

祭終え田んぼの脇の彼岸花 

夕焼けに黒影残し富士の山 

揚舟の昏れ残りたる後の月 

コスモスの揺れる姿やフラダンス 

暮れて着く水辺の宿や十三夜      

墓参する道に咲きそう彼岸花      

朝露に揺れて輝く稲穂かな       

すず虫の澄んだ泣き声と満ちた月   

満月や天空照らし美しき          

柿豊か照らす夕日も満足げ       

新調のウッドゲッキで月見酒       

赤とんぼ塗ってあげた日焼け止め    

栗ご飯炊いて先祖に手を合わす     

秋の暮見えしわが影背高し        

 

三枝かずを 選                                         

 
特 選（１０句） 

雨意ふくむ霧の流れや十三夜      

秋桜歩く道々咲き乱れ           

栗ご飯炊いて先祖に手を合わす     

川の面に映れる灯あり十三夜      

金婚の温泉巡り萩の里            

赤とんぼ塗ってあげたい日焼け止め   

木犀の香りゆかしき家路かな        

祭壇に新米供え手を合わす         

揚げ舟の昏れ残りたる後の月       

馬駆ける吾妻神社の秋祭          

 

入 選（１６句） 

晴天の百舌高の高鳴き秋を知る     

朝露に濡れて輝く稲穂かな        

秋澄むや幾星霜の夫婦槙         

名月やひそとつまびくギターあり     

草土手に紅映え燃る彼岸花        

秋晴やザックを肩に孫来たる       

柿の実も暑さに負けて落ちてをり     

白石 廣 

小野恒靖 

三枝ふみ代 

石渡 鋼 

高橋裕之 

三枝かずを 

石渡 鋼 

鈴木 勉 

高島治雄 

榎本守男 

三枝かずを 

高橋裕之 

原田雅式 

〃 〃 

神子 恒 

小野恒靖 

神子 恒 

白石幸久 

白石 廣 

鈴木 勉 

須藤 隆 

高橋裕之 
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高橋裕之 
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高島治雄 

〃 〃 

山田昌雄 

小野恒靖 

渡辺哲夫 

千葉一利 

藤江みどり 

三枝ふみ代 

高橋裕之 

千葉一利 

三枝ふみ代 

小野恒靖 

渡辺哲夫 
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初孫の顔を見つめて夜長かな      

柿の実の色づくにつれ風涼し       

ふるさとの秋の気配やそこかしこ     

夕映えに赤とんぼ舞ふ田んぼかな    

秋の夜や怒り納めて夫婦酒        

夕焼や黒き影置く富士の山        

長雨に香り失せゆく金木犀        

孫達の笑顔一ぱい秋祭          

芋掘って大きさ競ふ子供達        

 

三枝ふみ代 選 

特 選（１０句） 

名月やひそとつま弾くギターあり     

降りさうな雲現れし十三夜         

秋晴やザックを肩に孫来る        

暮れて着く水辺の宿や十三夜      

木犀の香りゆかしき家路かな       

祭壇に新米供え手を合わす        

芋掘って大きさ競ふ子供達        

秋空を焦がれて久し今日も雨       

ほの白き水の灯影や十三夜       

月明り照らし出したる柿の色        

 

入 選（１９句） 

朝露に濡れて輝く稲穂かな        

秋桜歩く道々咲き乱れ           

かまきりと引くに引けないにらみ合い   

栗ご飯炊いて先祖に手を合わす     

コスモスの揺れる姿やフラダンス     

満月や天空照らし美しき          

初孫の顔を見つめて夜長かな       

食卓の秋刀魚をねだる猫の声       

墓参する道に咲きそう彼岸花        

ふるさとの秋の気配やそこかしこ     

夕映えに赤とんぼ舞ふ田んぼかな    

秋晴にランドセル背に弾む声       

長雨に香り失せゆく金木犀         

孫達の笑顔一ぱい秋祭           

祭終え田んぼの脇の彼岸花        

晴天の百舌鳥の高鳴秋感ず       

馬駆ける吾妻神社の秋祭         

友人の配りし新米光をり          

手に汗の孫のかけっこ秋日和       

 

選者、三枝ご夫妻 

 
  毎年恒例となっております「月見句会」を今年も

三枝ご夫妻により開催して頂きました。ありがとうござ

います。（ご指導と選者） 

以下三枝会員より、句会の皆さまへとメッセージを頂

きました。 

「ロータリーの皆さまへ」 

平成２８年１０月１３日の月見句会に是非ご参加下さ

い。この夜は、偶然に陰暦９月１３日で「十三夜」（後

の月）になります。こういう日に皆で句会をやれるの

はラッキーです。是非十三夜の月を眺めて下さい。 

「後の月」も季題です。８月１５夜に対して「後の月」

と言います。少し肌寒いかもしれませんが、十五夜

よりも月が澄み渡る感じです。 

もし、曇って月が見えなければ「無月」、雨が降れば

「雨月」という季題で楽しめます。お天気に文句をい

うようでは「俳人」といえないと先輩から教えられまし

た。 

それが「風雅」だそうです。 

当クラブは毎年「月見句会」をやるので、もうベテラ

ンが多いのですが、初めての方も増えましたので

分かり切っているかもわかりませんが、少し老婆心

で復習をします。 初めての方にもすぐ作れます。 

◎俳句は５．７．５です。指を折って数えて下さい。

「上五」「中七」「下五」と言います。上五、下五は字

余りも許されますが中七が六文字、や八文字になる

とリズムが崩れてよい句になりません。 

◎俳句は必ず「季題」を詠み込む約束です。季題は
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 〃 〃 



 

  

なるべく一つが望ましい。「季題」がいくつも入ると

「季重なり」といいます。例えば「雪」と「寒さ」などを

重ねるとくどい感じとなります。しかし初心者はあまり

気にしなくてよいと思います。 

「季題」の例 

「秋」「秋風」「秋の暮」「秋の海」「秋の川」「秋の水」

「窓の秋」「秋の空」「秋の雲」「月の秋」「月の宿」「月

の客」「月の友」「月の宴」「「月の供花」「名月」「月見」

「虫」「栗」「「彼岸花」「「木犀」「紅葉」「こおろぎ」「か

まきり」 

まだ身近に色々あります。 

 

ニコニコ BOX 

親睦委員 鈴木 勉 

 
＊三枝一雄    一句 

           「妻連れて月の句会に加はりし」     

渡辺哲夫    第１３回親睦ゴルフで優勝しまし

た 

白石 廣     理事長に再選されました。 

＊山田昌夫    誕生、結婚祝いを頂いて 

＊高橋裕之    〃 

三枝会員ご夫妻をお迎えし、句会を開催して頂

いた。 

榎本守男、小野恒靖、須藤 隆、白石幸久、 

大網庄一郎、渡辺哲夫、高島治夫、高橋裕之、 

千葉一利、 

＊＞１,０００円  合計 ￥２３,０００円 

 

 

 

句会風景 

 

 

句会終了後の懇親会 

 

 

 

 
 

 

出席報告 

高島治雄 出席担当部員 

区分 会員数 出席 欠席 MUp 出席率 

今 回 31/28 18 10  64.29% 

前 回 31/29 20 7 5(2) 86.21% 

前々回 31/28 23 5 1 85.71% 

 


